
UART1 のコード生成されたコードのシミュレータでの動作確認 

 

コード生成された通信用 API の問題点の一つが、通信完了の処理は callback 関数でユーザー

が処理する必要があることです。普通は通信状態を示すフラグを準備しておくのですが、生成され

たコードにはこのハンドリング処理が全くありません。普通であれば、通信を開始したら、フラグを

クリアし、通信が完了（指定されたデータが全て送信完了）したら、フラグをセットすることになりま

す。しかし、callback だけではフラグのセットしかできません。そこで、フラグのクリアは main 処

理のレベルで実行することになります。 

普通は、フラグは変数として、メモリ上に確保するのですが、今回のスレッドでは「8 バイト送信し

たいのに 1,2 バイトしか送信できない」となっていたので、メモリではなく、SFR（具体的に出力ポ

ート）を使って、外部から確認できるようにしてみました。出力ポートの初期状態は 0 なので、それ

をそのまま使うことにします。ここでは、P30 を使います。20pin の RL78/G13 は持っていない

ので、ここではシミュレータのタイミングチャート機能を使って確認することにします。 

測定に使用する main プログラムを以下に示します。 

 

90 行目の NOP();はブレークポイントを設定するために準備したものです。下に GUI のタイミン

グチャート部分を示します。上が TxD1 信号で、下側の信号が P30 です。 

 

 

 

r_cg_serial_user.c については、r_uart1_callback_sendend 関数の所に次に示すように、



P3_bit.no0 = 1;を追加するだけです。 

 

また、R_MAIN_UserInit 関数は R_UART1_Start()関数を呼び出して UART1 を起動してい

ます。 

 

 

シミュレータにダウンロードして、ブレークポイントありで実行させると以下のようになります。 

 

最後の所を拡大したのが下の図です。下側の信号が最後に立ち上がっているのが分かります。 

 

最初のスタートビットから最後のストップビットまでの時間は以下のようになります。 

 

このように、1,2 バイトでなく 8 バイト分が送信されていることが確認できます。 


